




















　行方不明になった。しかし、困難な時代を乗り越え 今日でも青い目の人形答礼人形を探し出す運動や、人形を通しての日米の民間交流は続いている。太平洋を挟んで、人形を通 て９０年間にわたって民間主導での平和交流が続けられてきたこと自体、世界的にみても稀有なことであ 単なる歴史の一
幕こ
にの
留な
まか
らで
な、
い２
今０
日１
的３
、年
未来的価値を持っている。
認され、そを受け
　２０１７年の里帰りに向
にた
「運
ミ動
スが
愛、
知愛
」知
の県
所で
在も
が立
正ち
式上
にが
確った。その「
れ答礼人形
てを
けを記念して、人形を通した国際的な民間交
、
里帰りさせる会」の設立「現在の到達点」、そして「未来の可能性」を考えるシンポジウム
流を
の開
「催
歴す
史る
」。
国際的民間交流と平和運動の歴史とアクチュアリティ愛知大学人文社会学研究所シンポジウム
連絡先：愛知大学人文社会学研究所（0532-47-4167）・答礼人形を里帰りさせる会事務局（0533-89-7082：豊川市文化協会内）
新安城
豊橋鉄道渥美線「愛知大学前」駅隣接
（新豊橋駅より乗車時間6分）
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